
 

科目名 債権総論 科目分類 

■専門科目群 □総合科目群 

法律学科 □必修 ■選択 

国際観光学科 □必修 ■選択 

英文表記 
Civil Law (Law of Oblgations) 

 

開講年次 □１年 ■２年 □３年 □４年 

開講期間 □前期 ■後期 □通年 □集中 

ふりがな いしかわ しん 実務家教員担当科目  修得単位 ４単位 

担当者名 石川 信 実施方法 
■対面のみ  □遠隔のみ 

□対面・遠隔併用 

授業のテーマ 主に「金銭債権の回収方法」を学修する。 

到達目標 
１．債権関係（取引の流れ）を理解し、債権（取引上の権利）の回収方法を知る。 

２．そして、各種法律系試験に合格する。 

授業概要 
債権総論は、抽象的な用語が多く学ぶに小難しいが、大胆に換言すれば「金銭債権の回収方法」を規律し

ている。授業では、５つの債権回収方法を概説し、応用力（実務力、解決力）を身につけよう。 

授業計画 

第１回 債権法序説１－債権法の意義と体系 第17回 授業後半の概要 

第2回 債権法序説２－物権と債権のちがい、 第18回 事前回収１―債権譲渡概説、債権譲渡の対抗要件 

第３回 債権法序説３－債務と責任のちがい、自然債務 第19回 事前回収２―債権譲渡制限特約の効力 

第４回 債権の種類１－特定物債権と種類債権 第20回 事前回収３―特殊な債権譲渡 

第５回 債権の種類２－金銭債権と利息債権 第21回 事前回収４―債務引受け 

第６回 債権の種類３―金銭債権の回収方法・総論 第22回 第三者から回収１―債権者代位権概説 

第７回 任意回収１―弁済概説、外観的受領権者への弁済 第23回 第三者から回収２―詐害行為取消権概説 

第８回 任意回収２―判例紹介（ＡＴＭ預金払戻事例） 第24回 第三者から回収３―判例紹介（遺産分割協議事例） 

第９回 任意回収３―相殺概説、法定相殺の要件 第25回 保証人から回収１―多数当事者の債権関係 

第10回 任意回収４―判例紹介（預金担保貸付事例） 第26回 保証人から回収２―保証概説、保証人の求償権 

第11回 強制回収１―債務不履行責任、総説＆要件 第27回 保証人から回収３―特殊な保証 

第12回 強制回収２―判例紹介（妻失火事件） 第28回 保証人から回収４―判例紹介（兄弟保証人事例） 

第13回 強制回収３―債務不履行の効果（強制履行） 第29回 保証人から回収５―連帯債務概説、 

第14回 強制回収４―債務不履行の効果（損害賠償） 第30回 民法（債権法）改正の課題 

第15回 強制回収５―判例紹介（鶏ウイルス事件） 第31回 定期試験 

第16回 定期試験   

授業時間外の 

学習 

１．ともかくも事前配付の教材を通読すること（繰り返し通読することを薦める） 

２．意欲する学生は「判例百選」「民法の争点」等で自学自習を深めること 

履修条件 

受講のルール 
1年次の「民法総則」または２年前期の「債権各論」を修得済みであること 

テキスト 手製教材「民法３（債権総論・担保物権法）」を配付する。 

参考文献・資料 野村豊弘他『民法Ⅲ債権総論』（有斐閣）、石川＝藤村編著「演習ノート債権総論各論」（法学書院） 

成績評価の方法 

期末試験（50％）＋小テスト・レポート（40％）＋出席（10％）を総合して評価する。期末試験は基礎知

識問題＋事例論述問題を予定。成績評価方法・出題形式を変更する場合は必ず事前に伝える。 

※出席回数が規定に満たない場合及び授業料その他納入金等の全額を納めていない場合は、試験を受ける

ことができません。 

オフィスアワー 研究室に在室しているとき（月～金の毎日）は、いつでも質問・相談を受け付ける。 

成績評価の基準 秀(100～90点)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 



実務経験及び実

務を活かした授

業内容 

 

 

 

学生への 

メッセージ 

債権法は、物流・金融・決済など、現実社会の対人的な財産関係を規律する法分野であり、学んで必ず役

に立つ法知識である。債権総論の理屈は小難しいが、その有用性に期待して意欲的に学ぶことにしよう。

講師はなるべく“平明に”語るが、高度の法知識の修得について法学部生の気概にも期待する。 

 

 

 

 


